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.2面…我が家の防災対策

.3面一・湘南ひらつか夏まつり

4面.5面・・-循環型社会って何

だろう~家電リサイクル法

伊
豆
諸
島
を
中
心
に
大
き
な
地
援
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
首
都
圏
で
も
「
東
海
地
震
」
や
「
南

関
東
地
震
」
「
神
奈
川
県
西
部
地
震
」
の
発
生
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

「阪
神
・

淡
路
大
震
災
」
の
よ
う
に
そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の
に
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

七
都
県
市
(
神
奈
川
県
、
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

川
崎
市
、
横
浜
市
、
千
葉
市
)
で
は
、

予
想
さ
れ
る
大
地
震

に
備
え
て
昭
和
五
十
五
年
か
ら
二
十
回
に
わ
た
り
、
合
同
で

防
災
訓
練
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

二
十
一
回
目
と
な
る
今

年
は
、
平
塚
市
の
大
神
市
民
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
総
合
会
場
に
、

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
応
急
対
策
訓
練
や
、
人
員
・
救
援
物

資
の
輸
送
訓
練
な
ど
、
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

圃
防
災
課
(
告
別
|
9
7
3
4
)

九
月
一
日
(
金
)
午
前
八
時
三
十
分
、

南
関
東
地
域
(
平
塚
市
直
下
)を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
七
・
二
、

震
度
六
強
の
大
地
震
が
起
き
た
こ
と

を
想
定
し
て
、
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

総
合
会
場
の
大
神
市
民
ス
ポ
ー
ツ

広
場
で
は
、
自
主
防
災
活
動
エ
リ
ア
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
エ
リ
ア
、
避
難
所
エ

リ
ア
、
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
な
ど
を
設

置
し
、
様
々
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
同
会
場
に
は
、
内
閣
総
理
大

臣
が
政
府
調
査
団
団
長
と
し
て
参
加

し
ま
す
。

参
観
は
自
由
で
す
。
総
合
会
場
に

は
、
起
震
車
や
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
防
災
グ
ツ
ズ
の

展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
家
族
の
防
災
対
策
の
確
認
に
、

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

-
期
日

9
月
1
日
(
金
)
荒
天
の
場

合
は
中
止

・
時
間

(総
合
会
場
訓
練

・
地
域
会

場
訓
練
)

正
午
1
午
後
2
時
却
分

.
会
場

マ
総
合
会
場

大
神
市
民
ス
ポ
ー
ツ

広
場
マ
地
域
会
場

総
合
公
園
、
消
防
総

合
訓
練
所
、
平
塚
新
港
、

一平
塚
駅
、
見

附
台
体
育
館
ほ
か

.
訓
練
の
重
点

4
H
地
域
防
災
活
動
の
積
極
的
推
進

住
民
の
安
否
確
認
な
ど
の
情
報
収

集
活
動
か
ら
、
消
火
・
救
出
活
動
、
避

難
誘
導
、
避
難
所
運
営
ま
で
、
自
主

防
災
組
織
の
役
割
に
添
っ
た
訓
練
を

実
施
し
ま
す
。

避
難
所
運
営
訓
練
で
は
、

一
般
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
福
祉
、
通
訳
な
ど

の
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

て
、
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

会
被
災
地
域
を
孤
立
さ
せ
な
い
た
め

の
広
域
応
援
活
動
の
確
保

周
辺
市
町
村
や
広
域
応
援
部
隊
の

救
出
救
助
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
被

災
地
域
の
孤
立
化
を
防
ぐ
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。

ま
た
、
陸

・
海
・
空
路
に
よ
る
輸

送
連
携
訓
練
、
広
域
防
災
活
動
拠
点

で
の
受
け
入
れ
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

会
帰
宅
困
難
者
対
策
訓
練

駅
に
残
さ
れ
た
帰
宅
困
難
者

(一

般
参
加
)
に
情
報
を
提
供
す
る
と
と

も
に
、
郵
便
局
が
仮
設
休
憩
所
の
提

供
や
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
を
し
ま
す
。

ま
た
、
平
塚
駅
か
ら
平
塚
新
港
ま

で
徒
歩
で
移
動
し
、
茅
ケ
崎
漁
港
ま

で
遊
漁
船
で
輸
送
す
る
訓
練
も
実
施

し
ま
す
。

-
交
通
〈パ
ス
v
平
啄
駅
北
口
⑨
番
線
か
ら
本

厚
木
略
行
き、

神
田
農
協
前
下
車
徒
歩
約

ω

分
。
大
人
片
追
加
向
子
ど
も
片
道
川
町
内

※
一
般
車
の
駁
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
観

に
は
、
パ
ス

・自
転
車
な
ど
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

• 
相

l
 
l
 
j
 

副
官
舎
唱
・
犬
神
市
民
ス
ポ

'γ
広
場

消
防
総
合

m
a渇

ot "'.月.~ . 
iti 
¥註，

首都圏で発生が心配されている地震
圃神奈川県西部地震 県西部を

震源域とするマグニチユード 7

クラスの地震。南関東地域直下

の地震として、地震発生の切迫

性が指摘されています。平塚で

は、震度5強~6弱が予想されて

います。

-南関東地震 相模トラフを震

源域とするマク‘二チユード7.9程

度の地震。関東大震災の再来型

で、今後100年から200年先には

地震の発生の可能性が高いとさ

れています。平塚では震度6弱~
7が予想されています。

-東海地震駿河沖を震源域と

するマグニチユード 8クラスの

地震。この地域では145年間大き

芯地震が起きていないため、地

震を起こすエネルギーが蓄積さ

れています。平塚では震度5強
~6弱が予想されています。
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回

一備
蓄
品
は
三
日
分

7
1
1
1
-
-
1
1
1
1
今
井
ヒ
サ
江
さ
ん
(
入
野
)

地
震
の
と
き
は
、
救
援
物
資
が
届

く
ま
で
に
三
日
か
か
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
我
が
家
で

も
三
日
分
の
食
料
や
飲
料
水
を
備
蓄

し
て
い
ま
す
。

外
の
物
世
に
は
、
カ
ン
パ
ン
、
缶
詰

め
、
飲
料
水
の
ほ
か
に
、
炊
き
出
し
用

に
練
炭
や
コ
ン
ロ
、
大
き
め
の
鍋
な

ど
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
家

の
中
で
は
、
お
ふ
ろ
に
常
に
水
を
は

っ
て
い
ま
す
し
、
台
所
に
も
、
ポ
リ
タ

ン
ク
に
た
め
た
水
道
水
が
あ
り
ま
す
。

倒
落
以
外
の
防
災
対
策
で
は
、
家

族
が
集
ま
る
部
屋
を
中
心
に
あ
っ
ち

こ
っ
ち
に
懐
中
電
灯
を
置
い
た
り
、

非
常
持
ち
出
し
品
O
K

小
泉
和
美
さ
ん

(大
神
)

平成12年8月15日

我
が
家
の
防
災
対
策

じ

っ
か
け
安
心
。
転
倒
防
止

汀叶
1
Jい
1
1
241げん(
担
旬
、

1
F

最
近
、
有
珠
山
と
か
伊
豆
諸

島

と

，

三

か
で
大
き
な
地
震
が
起
き
て
い
て
、

a
a

・
7

す
ご
く
怖
い
で
す
よ
ね
。
で
も
怖
い

怖
い
じ
ゃ
い
け
な
い
の
で
、
我
が
家

で
は
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

を
信
念
に
、
い
ろ
い
ろ
と
防
災
対
策

を
整
え
て
い
ま
す
。

中
で
も
、
家
具
の
転
倒
防
止
に
は

力
を
い
れ
て
い
ま
す
ね
。
ス
キ

1
の

板
を
結
ぶ
と
き
な
ん
か
に
使
、
っ
パ
ン

ド
は
、
重
宝
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

家
具
や
冷
蔵
庫
が
転
倒
し
な
い
よ
う

に
し
た
り
、
棚
の
口
仰
が
聞
い
て
中
の

も
の
が
飛
び
出
し
た
り
し
な
い
よ
う

に
、
バ
ン
ド
の
根
元
を
し
っ
か
り
と

ネ
ジ
で
と
め
て
、
く
く
り
つ
け
て
い

ま
す
。

-ます最初に持ち出すべきもの

会貴重晶

口現金口預金通帳

口保険証口権利証

女ラジオ(電池も)

口 AM/FM両方聴けるラジオ

会非常食(缶切り・栓掠きも)

口力ンパン口缶詰め口飲料水

女応急医薬品

口ばんそうこう

口傷薬口包帯

食そのほか

口懐中電灯口衣類ロタオル 口雨具

口軍手口ヘルメッ ト ロライター

口免許証

口胃腸薬

非常持ち出し晶をチェック

そ
れ
か
ら
、
寝
室
に
は
タ
ン
ス
を

世
か
な
い
ん
で
す
。
タ
ン
ス
は
、
タ

ン
ス
だ
け
の
部
屋
を
作
っ
た
り
、
廊

下
に
出
し
た
り
し
て
い
る
ん
で
す
。

寝
て
い
る
と
き
に
地
震
が
起
き
た
ら

怖
い
で
す
か
ら
ね
。

ほ
か
に
も
防
災
に
結
び
つ
く
「
い

い
こ
と
」
は
す
す
ん
で
実
行
し
て
い

ま
す
よ
。一一一
日
分
の
備
蓄
ロ
聞
を
整
え

た
り
、
心
肺
蘇
生
法
を
学
ん
だ
り
、

い
ろ
い
ろ
ね
。

これで倒れてこないでしょ

我
が
家
は
建
物
が
古
い
の
で
、
家

屋
の
倒
壊
が
心
配
な
ん
で
す
。
で
す

か
ら
、

「部
屋
が
つ
ぶ
れ
て
非
常
持

ち
出
し
品
が
取
り
出
せ
な
い
」
と
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
非
常
持
ち

出
し
口
聞
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
置
い

て
あ
る
ん
で
す
よ
。

耐
火
性
の
非
常
持
ち
出
し
袋
の
中

に
は
、
懐
中
電
灯
、
ロ

l
ソ
ク
、
レ

ジ
ャ
ー
シ
1
ト
、
軍
手
、
ご
み
袋
、

カ
ン
パ
ン
な
ど
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
シ
ュ

ー
ズ
や
替
え
の
下

活
な
ん
か
も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
ね
。

家
の
外
に
も
カ
ン
パ
ン
な
ど
の
食
料

.3日間生活できるように
会食料

白米や簡単芯調理で食べられる食料

交飲料水

口 1人 1日 3リットル分の飲料水

女燃料

口卓上コンロや固形燃料

※このほかにも、赤ちゃんがいる場合に

は粉ミルクやほ乳びん、お年寄りがいる

場合は眼鏡や補聴器芯ど、家族構成に応

じて非常持ち出し晶を準備しておきまし

ょっ

口印鑑

口常備薬

ロ鎮痛剤

は
置
い
て
い
ま
す
よ
。

そ
れ
か
ら
、
地
震
の
と
き
に

一
番

怖
い
の
が
火
事
で
す
ね
。
阪
神

・
淡

路
大
震
災
の
と
き
に
も
、
通
抵
後
に

電
気
器
具
か
ら
出
火
し
た
ケ
1
ス
が

多
か

っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
我
が
家
で
は
、
コ
ン
セ
ン
ト
は

こ
ま
め
に
抜
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

節
電
に
も
な
り
ま
す
し
ね
。

防
災
対
策
は
、
な
か
な
か
思
い
切

っ
て
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
と
思
い

ま
す
け
ど
、
ま
ず
は
、
簡
単
な
整
理

監
と
ん
か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

da' 

普
段
か
ら
ス
リ
ッ
パ
を
は
い
て
、
身

近
な
と
こ
ろ
に
ス
リ
ッ
パ
が
あ
る
よ

う
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
夜
、
地

症
が
起
き
て
ガ
ラ
ス
が
飛
び
散
っ
た

ら
怖
い
で
し
ょ
。

私
は
大
地
震
を
経
験
し
て
い
な
い

け
ど
、
両
親
が
関
東
大
震
災
を
経
験

し
て
い
て
、
歩
け
な
い
ほ
ど
揺
れ
て
、

自
の
前
に
地
割
れ
が
で
き
た
簡
な
ど
、

「

.
女
性
防
災
ク
ラ
ブ

E

平
探
パ
ワ
l
ズ
で
は
、
毎
月

一
J

一

「
平
塚
パ
ワ
l
ズ」

回
程
度
、
応
急
手
当
訓
練

・
規
律
一

一
昼
間
家
庭
に
い
る
こ
と
が
多
い
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一

一
女
性
に
、
防
災
へ
の
心
構
え
や
資
毎
年
五
月
に
募
集
す
る
「
女
性

一

一
器
材
の
取
り
扱
い
な
ど
を
身
に
つ
防
災
リ
ー
ダ
ー
」
の
研
修
を

一
年
一

↑
け
て
も
ら
お
う
と
平
成
八
年
五
月
間
受
け
た
あ
と
、
入
会
す
る
こ
と
一

・
に
立
ち
上
が
っ
た

「平
塚
パ
ワ
ー
が
で
き
ま
す
。

-

rズ
」。

現
在
の
会
日
は
七
十
九
人
。

聞

防
災
課
(内
線
2
3
5
7
じ

い
ろ
い
ろ
と
怖
い
話
を
聞
か
さ
れ
ま

し
た
。
防
災
対
策
は
、
大
地
震
を
経

験
し
た
つ
も
り
で
や
ら
な
き
ゃ
い
け

な
い
で
す
ね
。

地

主察
室起

ヨ
zら

国

身
の
安
全
を
確
保

大
き
な
揺
れ
の
中
で
無
理
に
火
の

始
末
を
し
よ
う
と
し
て
、
や
け
ど
を

し
た
り
、
あ
わ
て
て
外
に
飛
び
出
し

て
、
世
間
下
物
な
ど
で
け
が
を
し
た
り

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

地
震
が
起
き
た
ら
あ
わ
て
ず
に
、

身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

非常持ち出し袋の中身はこちら

園

火
を
出
さ
な
い

地
震
で
怖
い
の
は
、
火
の
消
し
忘

れ
な
ど
に
よ
る
火
災
で
す
。

大
き
な
揺
れ
は

一
分
以
内
に
お
さ

ま
り
ま
す
。
避
難
す
る
と
き
は
、
ブ

レ
ー
カ
1
を
下
げ
て
、
ガ
ス
ボ
ン
ベ

の
パ
ル
プ
を
閉
め
る
こ
と
を
忘
れ
ず

に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
万

一
出
火
し
た
場
合
は
、

隣
近
所
に
大
き
な
戸
で
知
ら
せ
、
火

が
小
さ
な
う
ち
に
、
消
火
器
な
ど
を

使
っ
て
消
し
止
め
ま
し
ょ
う
。

国

隣
近
所
の
助
け
合
い

単
独
行
動
は
危
険
を
伴
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
避
難
す
る
と
き
は
、
隣

近
所
に
戸
を
か
け
あ
い
、
子
ど
も
や

お
年
寄
り
、
体
の
不
自
由
な
方
な
ど

の
手
助
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

氷砂轄も重要です

FIRE NEWS く連載⑤〉

ごち句、ひ内つ1)'r，，~q.J 
まだまだ多い、天ぷら油の火災

昨年、市内では、天i:5iS油が原因と見られ
る火災が 8件発生しました。今年は 8月 7日

現在、 すでに 7件も発生 しています。 「天ぷ

らを揚げるときは、火に気をつけるJという
ことはよく知っていること忽のに、火を消し

忘れたり、火を消したものと勘違いしたりし

て、火災が発生してしまいます。

また、炎に気が付いて火を消した後、熱い

油を処理するときに「やけどJをすることも
あります。天i:5I5を揚げるときは、十分に注

意してください。

。本会議初日 9月 5日

。本会議 (総括質問) 9 月 1 3日~ 9 月 1 9目
。常任委員会 9月20日・ 21日

。本会議最終日 9月27日
※開会は午前10時の予定です。

市議会の会議は、原則としてど芯た

でも自由に傍聴できます。本会議の傍

聴は、専用の入り口が議事堂北側2階
にあり、議場へは傍聴者名簿に住所、

氏名を記入していただくだけで入場で

きます。ただし、傍聴席は本会議場が

76席、委員会室が 9席程度ですので、
団体の場合は事前に議会事務局までご

連絡ください。
消防署管理課(内線2282)固

l子以/.:r.. ::-;....:，] 

議会事務局(内線2369)国

地震でブロック塀が倒れると、逃げ道が寸断されたり、人が下敷きになったりし

ます。市では、 災害防止とみどり豊か芯まちづくりのため、生け垣の設置に補助金

制度を設けています。ぜひ、ご活用ください。※補助金の対象となる基準がありま

すので、生け垣を設置する前にみどり公園課へと連絡ください。

ブロック塀を生け垣に
。問い合わせ先みどり公園課(内線2591) 



っ思裏まつり
8月26日(土)
駅前中心商庖街

こ
の
夏
、
最
後
の
土
曜
日
は
、
「
湘

南
ひ
ら
つ
か
耳
ま
つ
り
」
で
盛
り
上

が
ろ
う
!
。

壮
大
な
太
鼓
の
競
演
や
、
み
こ
し

パ
レ
ー
ド
を
は
じ
め
、
金
魚
す
く
い

や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
か
き
氷
な
ど
の

昔
懐
か
し
い
縁
日
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。
夕
涼
み
が
て
ら
、
ご
家
族
お

s 

m 
b， 
A ，.t 
守 lミジ

レポーター

鈴木タカ子さん

開
冨
品
部
@

困

お母さんコーラス全国大会に出場

「まどかコーラスJのみなさん
よい声を出すための厳しい腹筋運動を終えて、全員

そろって、さあ!発表曲の練習です。気持ちは、全

国大会に向いています。和やかな中でも、練習に熱

が入る「まどかコーラスJのみなさんです。

第677号 (1日・15日発行)広報ひ5っか

そ
ろ
い
で
、
ど
う
ぞ
、
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

マ
日
時

8
月
初
日

(土
)
午
後
2
時

却
分
3
7時

マ
会

場

駅

前
中
心
商
庖
街
(
平
塚

駅
北
口
)

マ
主
な
催
し
物

会
太
鼓
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
(
午
後
3

時
5
7時
、
長
崎
屋
前
)

「相
州
平
塚
七
夕
太
鼓
」
「相
州

海
老
名
東
柏
太
鼓
」
「
横
浜
鼓
粋
」

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
社
大
な
太
鼓
の

競
演
で
す
。
迫
力
あ
る
演
奏
を
ど
う

ぞ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

会
み
こ
し
パ
レ
ー
ド

(午
後
5
時
5

6
時
初
分
、
ス
タ
l
モ
l
ル
)

平
塚
中
の
み
こ
し
好
き
が
中
心
商

庖
街
に
集
ま
り
ま
す
。
鳴
り
響
く
お

は
や
し
に
の
っ
て
、
四
基
の
み
こ
し

が
、
威
勢
よ
く
練
り
歩
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
業
観
光
謀

(宮

部
1
8
1
0
7
)
へ
。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

虹
ケ
浜
住
宅
な
ど
全
初
戸

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
入
居
を
希
望
す
る
方
は
、
八
月

二
十

一
日
(月
)
か
ら
、
建
築
線
(
市
役

所
四
階
)
や
公
民
館
な
ど
で
お
配
り

す
る
「
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
次
の
と
お
り
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
(
一
世
帯

一
住
宅
に
限
り
ま

す

・
抽
選
)
。

※
丞
度
の
障
害
が
あ
る
単
身
の
方
で

八
月
二
十
七
日
に
呑
川
県
民
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
お
か
あ
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
」
に
出
場

す
る

「ま
ど
か
コ
ー
ラ
ス
』
を
紹

介
し
ま
す
。

『
ま
ど
か
コ
ー
ラ
ス
』
は
、

一

九
九
八
年
の
全
国
大
会
出
場
に
引

き
続
き
ニ
回
目
の
出
場
と
い
う
実

力
の
持
ち
主
で
す
。
神
奈
川
県
か

ら
は
合
唱
辿
盟
所
属
の
三
団
体
が

出
場
し
ま
す
。
大
会
に
は
、
五
十

七
の
団
体
が
出
場
し
ま
す
が
、
栄

誉
あ
る
「
ひ
ま
わ
り
賞
」
を
目
指

し
て
励
ん
で
い
ま
す
。

南
雲
会
長
さ
ん
に
会
の
歴
史
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
昨
年
の
十
二
月

に
「
創
立
四
十
周
年
記
念
演
奏
会
」

を
市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
1
ル
で
開
催

し
た
と
の
こ
と
で
、
こ
の
会
の
歴

史
と
風
格
を
感
じ
ま
し
た
。

発
足
以
来
ず
っ
と
歌
い
続
け
て

い
る
人
、
入
会
し
て
ま
だ
日
の
浅

入
居
を
希
望
す
る
方
は
、
応
募
前
に

建
築
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

マ
受
け
付
け
期
間

9
月
日
目
(
月
)

1
日
目
(水
)
、
午
前
9
時
i
午
後
5

時マ
受
け
付
け
場
所

市
役
所
B
会
議

室

(束
附
属
庁
舎
2
階
)

マ
主
な
入
居
資
格

金
市
民
と
な
り
、

引
き
続
き
1
年
以
上
経
過
し
て
い
る

い
人
、
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り

、

で
友
だ
ち
を
求
め
て
仲
間
入
り
し

た
人
、
練
習
日
を
優
先
さ
せ
て
勤

務
し
て
い
る
人
と
様
々
で
す
が
、

「
歌
が
好
き
」

「
音
楽
が
好
き
」

「
友
だ
ち
が
貯
き
」
の
三
十
人
の

輪
が
一
つ
の
心
に
な
り
、
協
和
音

へ
と
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

今
、
み
な
さ
ん
は
、
積
み
重
ね

ら
れ
た
歴
史
を
か
み
し
め
な
が
ら

和
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
求
め
て
指
揮
者
の
石
井
康
男

さ
ん
と
ピ
ア
ノ
演
奏
の
久
野
圭
子

さ
ん
の
も
と
で
和
や
か
な
中
に
も

厳
し
い
練
習
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
八
分
の
持
ち
時
間
に

ニ
曲
を
合
唱
す
る
こ
と
に
な
っ

て

い
て
、
平
和
へ
の
願
い
か
ら
イ
ン

テ
ラ
パ
ッ
ク
ス
組
曲
・

「花
を

さ
が
す
少
女
」
「
オ
l
マ
イ
ソ
ル

ジ
ャ

l
」
を
選
曲
し
た
そ
う
で
す
。

成
功
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。， 

市
議
会
6
月
定
例
会
の
結
果

市
職
会
六
月
定
例
会
が
、
六
月
九

日
か
ら
七
月
六
日
ま
で
聞
か
れ
ま
し

た。

こ
の
識
会
で
は
、
五
月
臨
時
市

議
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
た
「
直
接

情
求
に
係
る
平
塚
市
市
民
福
祉
事
業

支
援
条
例
案
」
に
つ
い
て
引
き
続
き

②
主
に
夫
婦
(婚
約
者
を
含
む
)
ま
た

は
親
子
か
ら
な
る
家
族
(
束
中
原
、
中

原
下
宿
、
岡
崎
住
宅
に
は
単
身
枠
も

あ
り
ま
す
)
③
住
宅
に
困
っ
て
い
る

④
収
入
が
基
準
内
⑤
市
民
税
な
ど
の

滞
納
が
な
い

マ
入
居
者
募
集
住
宅

・
虹
ケ
浜
住
宅
j
i
-
-
:
j
i
-
-
戸

.
虹
ケ
浜
東
住
宅
:
:
:
:
j
i
-
-
戸

.
虹
ケ
浜
西
住
宅
:
:
・
:
j
i
-
-
戸

.
龍
域
ケ
丘
住
宅
:
:
・
:
:
:
:
:
3
戸

.
中
原
下
宿
住
宅
:
・:
j
i
-
-
:
2
戸

.
東
中
原
住
宅
:
:
:
:
:
j
i
--
6
戸

.
田
村
宮
の
前
住
宅
j
i
-
-
:
:
4
戸

.
岡
崎
住
宅
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
2
戸

お
問
い
合
わ
せ
は
、
建
築
捜

(宮

幻
1
8
7
8
4
)
へ
。

万国際音楽の日記念コンサートβ

審
査
し
ま
し
た
が
、
反
対
多
数
に
よ

り
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
が
提
案
し
た

「平
成

ロ
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど

四
醗
架
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

・
「
平
成
担
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算」
一
億
八
千
三
十
三
万
四
千
円
を
追

加
。
こ
の
結
来
、

一
般
会
計
の
予
算

規
模
は
、
六
百
九
十
億
九
千
三
十
三

万
四
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
、
漁
港
利
用
調
整
事
業
の
工
事

賞
、
子
ど
も
続
骨
年
に
対
応
し
た
児

童
図
舎
購
入
費
、
見
附
台
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
床
面
の
施
設
修
繕
授
で
す
。

.
工
事
鯖
負
契
約
の
締
結

予
定
価
格
が

一
億
七
千
万
円
以
上

に
な
る
「
徳
延
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事

(
土
木
・
建
築
こ
と
「
徳
延
枝
線
(雨

水
)
築
造
工
事
そ
の
位
」
に
つ
い
て
、

融
会
の
鍛
決
を
求
め
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

10月1日の「国際音楽の日」を記念して、美術館と中央公民館

で コンサートを聞きます。 国文化財団(ft32-2237)

》日本歌 曲の夕べ rnの思い出Ji荒城の月」などを歌います
[>日時 9月23日(祝)午後6時30分開演 [>会場 美術館

[>入場料 1.500円 [>定員 250人(先着順)
[>出演 岩崎由紀子(ソプラノ)、新井力夫(フJレート)、青木雅
也(ピアノ)、紀声会(コーラス)

園往復はがきに氏名、住所、観覧希望人数、電話番号を記入

し、 文化財団fミュージアムコンサート』係(〒254-0045

見附町15-1)へ
Pシルクロードの夢 中国から中央アジアを経て、遠くペル

シャ音楽まで、幅広くお楽しみください。

[>日時 9月30日(土)午後6時30分開演 [>会場

[>入場料 前売り2.000円、当日2.500円
[>出演 階虹(中国響)、程農化(二胡)、王明君(笛)ほか

[>前売り 市民センターほかで発売中

中央公民館

くらし快適メモく連載⑮〉

女と-男のヌ工スティバJt雪宮3Ti 若者がね5われる
「一緒に遊びに行こうよJ芯どと巧み
にデー トに誘い出し、事務所に連れ込ん

で、寓額な宝石などを買わせる"デート

商法"。特に男子大学生が被醤にあうケ

ースが目立ちます。

悪質な業者は、友達言葉で誘って強引

に話を進めていきます。こういった商法

には十分注意しましょう。また、断ると

きは、 はっきり「ノー」と言いましょう。

ト商法。日ア
作家ー落合恵子さんの鏑演会「午後の居場所で一女と男の風景Jを開催しま
す。講演の後、参加者でつくる交流会(午後3時40分-4時30分〕も聞きます。
[>日時 9月29日(金) [>会場 中央公民館

午後1時30分間演 じ〉申し込み方法 はがき、またはFAX

700人(先着順) (22-3037)で、参加する方全員の郵便番
号、住所、氏名、電話番号、交流会の

出欠を記入し、平場女性フェスティパ

ル実行委員会 (〒254-0034宝町3・1MN
ピル10階女性行政推進室内)へ
※手話通訳、要約箆記、保育(2歳~未

就学!尼)をご希望の方はその旨、明記

してください

市民活動推進器(内線2263)

l消ー:ー午前一一船室 (棚 1階-
電話 (内線2293)でも相談できます | 

固

女性行政推進室 (宮21・7500)園

[>定員

落
合
恵
子
さ
ん

新幹線新駅を核としたツインシティの整備に向けて、一緒に研究する企業

などを募集します。みなさんが持っている技術や知識、情報をツインシティ

の都市づくりに生かしてみませんか。[>応募方法 ツインシティのホームペ

ージ (http://www.twin-city.org)をご覧のうえ、必要書類などをタ・ウンロー

ドしてご応募ください [>締め切り 10月25日(水)

、.
つノィ'ニノ三ノラユイ

都市づくり研究パートナー募集
。問い合わせ先企画課 (ft21-8760)



回

夏休み。みん恕で
話そう環境のこと

腐
S
な
い
と
い
う
こ
と
は

子ども教育相談センター
(崇善小学校北側)

836-6013 
o来所 毎週月~金曜日10時
-17時
く〉電話 毎週月~土曜日9時

-17時(第24土曜日を除く)

子育て支援センター
(須賀保育園2階)

8.FAX21-7639 
0子育ての相談・情報提供
毎週月~金曜日9時30分~
16時(第3月曜日午後除く)

平成12年8月15日

青少年相談室
(市民センター2階)

234-7311 
。宵少年相談(お子さんにつ

いての相談)毎週月~金隈

臼10時-17時
ゐみで..φ"..し

0ヤンク白テレホンn33-7830
(青少年専用ダイヤル)

毎週月~金曜日10時(土曜
日は13時)-18時30分

丈
夫
で
長
持
ち
す
る
「
便
利
芯
」
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
。
で
も
、

自
然
の
中
に
捨
て
ら
れ
る
と
、
そ
の
性
質
か
災
い
し
て
、
い
つ
ま
で

も
腐
ら
ず
に
環
境
を
汚
し
続
け
ま
す
。
そ
し
て
、
ウ
ミ
ガ
メ
芯
ど
の

消
化
管
を
つ
ま
ら
せ
る
事
故
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
循
環
型
社
会
と
は
何
で
し
ょ
う
。
考
え
て
み
れ
ば
、
人
間

も
自
然
の
一
部
な
の
で
す
。
私
た
ち
も
、
生
き
る
た
め
に
植
物
や
動

物
を
食
べ
、
や
が
て
土
に
返
っ
て
い
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
天
然
資

源
の
消
費
で
も
、
開
発
の
よ
う
芯
自
然
の
改
変
で
も
、
そ
れ
が
欠
か

せ
芯
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
環
境
へ
の
影
響
を
で
き
る
限
り
小
さ

く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
う
芯
い
は
ず
で
す
。

埋
め
立
て
処
分
場
の
容
量
は
限
界
に
近
く
、
廃
棄
物
が
原
因
の
環

境
汚
染
も
問
題
に
芯
っ
て
い
ま
す
。
求
め
5
れ
て
い
る
の
は
、
一
方

通
行
型
の
使
い
捨
て
社
会
か
う
、
循
環
型
社
会
へ
の
転
換
で
す
。
私

た
ち
は
今
、
何
を
す
べ
き
か
、
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

9月14日(木)10時~

健康相談
(保健センター)

834-0311 
く〉電話 毎週月~金曜日10時
-16時
。育児相談(来所) 毎週水曜

日9時30分-10時30分

療育相談室
(豊田分庁舎)

8. FAX32 -2738 
0子どもの発達・発音の相談

毎週月-水金曜日10時~
15時(来所相談は予約制)

。婦人

15時

A
V
平
塚
海
岸
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

電話23・11 1 1・35・11 1 1 

歪平tiI&'l

。健康(相談員は保健婦)

毎週月~金曜日9時30分-16時

233-2333 
。専門(法律ー住宅、要予約)

9月14日(木)13時30分-15

時30分
。生活支擢 毎週月~金曜日

8時30分-17日寺
。ボランティア 毎週月~金

曜日8時30分-17時

o母子 毎週月~金曜日9時
-16時
く〉家庭児童 毎週月~金曜日

9時-16時

福祉会館

家
電
m
シ
サ
イ
ク
ル

ス
タ
ー
ト
nν
ま
す

館
央
民
中
公

錦ロ
側
、子
ど
も
教
育

園

-

相
叡
セ
ン
タ
ー

ド
民
ン
市
セ

平塚市役所

く〉手話案内 毎週金曜日9時

-12時30分
く〉建築設計・耐震・バリアフリー

8月21日(月)13時-16時
く〉高年蹴者職業 8月15日
(火)、 9月5日(火)、 12日
(火)9時-12時
。許認可各種届出

(火)13時-16時
く〉一般市民 毎週月~金曜日

9時-16時

8月22日

保健福祉総合相談
(市役所1階)

221-8779 
く〉来所・電話 毎週月~金曜

日8時30分-17時

lJ 

家
庭
で
不
用
に
什
ゆ
っ
た
家
電
製
品
は
、
約
八
割
が
小
売
屈
に
よ
っ
て
、

約
二
割
が
市
町
村
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
処
理
は
、
一

部
の
金
属
が
回
収
さ
れ
る
程
度
で
、
ほ
と
ん
ど
が
埋
め
立
て
処
分
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
っ
て
も
う
一
度
生
か
す
こ
と
を
中
心
と

し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
作
る
法
律

「特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法

(
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
)
」
が
、
平
成
十
三
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
、
特
定
の
家
電
製
品
に
つ
い
て
、

製
造
業
者
に
は
リ
サ
イ
ク
ル
が
、
販
売
屈
に
は
回
収
が
、
消
費
者
に
は

費
用
の
負
担
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

電気洗濯機

阿
川
)

ブラウン管式
テレビ

電気冷蔵庫

市民相談室
(市役所1階)

223-1111内線2293
く〉人権 8月15日(火)、9月5
日(火)13時-16時
。行政 9月5日(火)、10月3
日(火)13時-16時
o一般法律(予約制) 毎週水
曜日と毎月第4木曜日13時

-16時
※8月は休み

く〉登記・供託・測量

(金)13時-16時
。住宅新改築 8月15日(火)、
9月19日(火)13時-16時
く〉発明・考案・特許 9月11日
(月)10時-15時
く〉労働 9月14日(木)、10月12
日(木)13時-16時
o下請け取り引き 8月17日
(木)13時30分-16時
。年金・社会保険・労災

12日(火)10時-15時
く〉消費生活 毎週金曜日9時

-16時

9月

9月8日

対
象
晶
目
は
4
種
類

集
に
手
聞
が
掛
か
る
う
え
、
処
理
施
設

で
の
破
砕
も
難
し
い
た
め
、
不
用
に
な

っ
た
製
品
は
、
大
部
分
が
埋
め
立
て
処

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な
資
源
を
多
く
含
ん
で
い
る

こ
と
も
あ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
体
制
の
整

備
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
家
市
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制
定
に

よ
り
、
対
象
四
品
目
に
つ
い
て
、
粗
大

ご
弘
つ
反
?
及
A

ド
変
・ヮ
ヲ
ま
宇
。
浮

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

制
定
の
背
景

-
エ
ア
コ
ン

(機
器
と
し
て
独
立
し
て

い
る
も
の
)

・
電
気
冷
蔵
庫

-
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ

.
電
気
洗
溜
機

い
ず
れ
の
場
合
も
、

家
庭
用
の
機
慌

に
限
り
ま
す
。

寛の世~

圏
内
の

一
般
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル

率
は
、
こ
こ
数
年
約

一
O
%
と
低
迷
し

て
い
ま
す
。
現
在
の
ペ

1
ス
で
廃
棄
物

の
埋
め
立
て
を
続
け
た
場
合
、
処
分
場

は
全
国
平
均
で
あ
と
人

・
五
年
、
平
塚

有
つ
童
官
事
京

一
役
経
経
勿
長
冬
凡
」
す
易

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

回
収
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
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、
圃圃・

-
消
費
者
は
、

そ
の
機
器
を
買
っ
た
庖

か
、
買
い
替
え
で
同
様
の
機
器
を
買

う
庖
に
不
用
に
な
っ
た
機
器
の
引
き

取
り
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

-
販
売
庖
は
、
機
僻
の
引
き
取
り
を
求

め
ら
れ
た
と
き
は
必
ず
引
き
取
り
、

そ
の
機
器
の
製
造
業
者
に
引
き
渡
し

ま
す
(リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

中
古
口
聞
の
販
売
庖
も
含
ま
れ
ま
す
)

・
製
造
業
者
は
、
引
き
取
っ
た
機
器
の

材
料
や
部
品
を
五
O
%
以
上
(
重
量

比
)
使
用
す
る
か
、
売
却
で
き
る
状

態
に
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

費
用
の
負
担
は

販
売
庖
の
引
き
取
り

・
運
搬
や
、
製

造
業
者
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
か
か
る
費
用

は
、
消
費
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
場
合
の
設
用
は
、
平
成
十

lまと~恥
Zま本土型環循

求められているのは、大量生産、大量消費、大量廃棄という、経済活動やライフ
スタイルの見直しです。
今すぐ、 みん芯で、 始めましょう。

0何よりも「ごみを出さない」こと
。出てしまったごみは「できるだけ資源として使う」こと

0どうしても使えないごみは「きちんと処分するJこと

，
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ご
み
を
出
す
人
と
、
モ
ノ
を

つ
く
る
人
の
責
任
を
明
確
に

し
て
い
く
た
め
、
私
た
ち
一
人
一
人
が

責
任
を
負
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
の
で
す
。

廃
棄
物
に
閲
す
る
法
律
の
基
本
的
枠

組
み
を
定
め
る
「
循
環
型
社
会
形
成
推

進
基
本
法
」
が
、
今
年
六
月
に
公
布
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
は

「排
出
者
責
任
主
「拡
大
生
産
者
責
任
」

を
明
示
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

「排
出
者
責
任
」
と
は
、
ご
み
を
出

す
人
が
、
出
そ
う
と
す
る
ご
み
の
リ
サ

イ
ク
ル
や
処
分
に
責
任
を
持
つ
こ
と
で

す
。
例
え
ば
、

ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別

す
る
こ
と
や
、
事
業
者
が
自
分
の
ご
み

を
自
分
で
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
り
、
処
理

し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

「拡
大
生
産
者
賞
任
」
と
は
、
モ
ノ

【 ごみを滅ちす4つのステップ 】 • 

-__  -r:;己副刷圃圃

使えるモノを捨てて
いませんか?長持ち
するモノを作ること、
モノを大切に長く使

うことが重要です

経済活動での天然資源の
消費を抑制します

生産
(製造・流通など)

~ 
を
つ
く
る
人
や
販
売
す
る
人
が
、
そ
の

モ
ノ
が
ご
み
に
な
っ
た
後
ま
で

一
定
の

責
任
を
負
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
リ

サ
イ
ク
ル

・
処
理
し
や
す
い
よ
う
に
、

設
計
や
材
質
を
工
夫
し
た
り
、
材
質
な

ど
を
表
示
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
ご
み
に
な
っ
た
モ
ノ
の
特
性
に
応

じ
て
、
そ
の
引
き
取
り

・
リ
サ
イ
ク
ル

を
実
施
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。

大
門
誌
生
産

・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄

の
経
済
活
動
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
、

こ
の
ま
ま
続
け
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
こ
の
法
律
は
、

一
方
通
行
型
の
使

い
捨
て
社
会
か
ら
循
環
型
社
会
へ
転
換

平
成
市
年
稼
働
め
ざ
し

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を

鹿
棄
物
の
減
益
と
資
源
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め、

(仮
称
)
平
塚
市
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
の
建
設
が
、
平
成
十
六
年

度
の
稼
働
を
め
ざ
し
、
四
之
宮
地
区
に

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
に
は
、
缶
や
び
ん
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
選
別

・
圧
縮
を
行
う

「
工
場
棟
」
と
、
ご
み
処
理
に
関
す
る
情

報
提
供
や
啓
発
の
た
め
の
「プ
ラ
ザ
棟
」

が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

環
境
管
理
課
(
内
線
2
2
4
0
)

-・・・蝿言ll，l!l~:_
使い終わったもので
も、繰り返して利用

優先順位を明確化

リサイクルだけでは

ごみ問題は解決しませ
ん。循環型社会形成推
進基本法では、ごみを

減うし、できるだけ環
境に負荷の少芯いリサ
イクルを実践するため

に、 4つのステッブで
優先順位を定めました
(図の1~4) 

処理
(焼却・再生など)

-----=---.埋め立て処分

.属量J_~IÞ~JI!I・

再使用できないも
のでも、資源とし
てリサイクルを

処分するのは、どうしても

使えないものだけ。そのと
きは、きちんとした処分を
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※
問
い
合
わ
せ
先

広
報
広
聴
課

よ
り
そ
え
る
関
係

A
君
と
の
初
め
て
の
出
会
い
は
小
学
校

一
年

生
の
五
月
。
た
く
さ
ん
あ
る
玩
具
の
中
か
ら
プ

ラ
レ
l
ル
の
湘
南
電
車
を
手
に
持
っ
て
、
「お
み

か
ん
電
車
」
と
雷
つ
て
は
、
何
度
も
何
度
も
目

の
前
に
か
ざ
し
、
左
右
に
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
バ
イ
ク
を
持
ち
、

同
じ
よ
う
に
し
て
見
せ

ま
す
。
相
談
貝
の
存
在
な
ど
、
関
係
な
い
と
い

っ
た
感
じ
で
す
。
そ
し
て
飽
き
る
と
部
屋
の
外

へ
、
二
十
分
の

一
人
の
世
界
で
す
。
外
に
出
る

と
ボ
タ
ン
で
ド
ア
が
開
閉
す
る
身
障
者
用
ト
イ

レ
の
前
で
、
相
蹴
只
の
顔
色
を
う
か
が
い
、
操

作
を
繰
り
返
す
こ
と
で
や
っ
と
関
係
が
つ
き
始

体
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に

{運
動
編
}

人
の
身
体
の
五
、
六
十
%

は
水
分
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
次
に
多
い
の
が
、

脂
肪
で
す
。

こ
の
脂
肪
が
過

剰
に
身
体
に
替
え
ら
れ
た
状

態
が
肥
満
で
、
様
々
な
病
気

の
引
き
金
に
も
な
り
ま
す
。

肥
満
を
防
ぎ
、
体
脂
肪
を

減
ら
す
に
は
、
適
度
な
巡
動

が
必
要
で
す
。
た
だ
体
重
を

減
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
体

脂
肪
率

(体
重
全
体
に
占
め

る
脂
肪
の
比
率
)
を
下
げ
る

た
め
に
は
、
食
事
と
運
動
の

組
み
合
わ
せ
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

‘，
‘
t
c
=

'
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め
ま
し
た
。

や
が
て
、
プ
レ
イ
ル
l
ム
内
の
梯
子
が
次
第

に
わ
か
り
、
相
談
員
と
関
係
が
つ
い
て
く
る
と
、

言
葉
で
の
交
流
は
わ
ず
か
で
も
、
遊
び
道
具
を

介
し
て
楽
し
さ
を
知
り
、
競
争
意
欲
が
芽
生
え

た
り
、
相
手
の
す
る
こ
と
を
ま
ね
た
り
、
要
求

を
単
語
で
言
っ
た
り
す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
二
十
分
か
ら
四
十
分
の
二
人
の
世
界
に

広
が
り
ま
し
た
。

一
年
後
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
や
ブ
ラ
ン
コ
で
、

一
緒
に
百
ま
で
数
え
て
遊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
床
に
寝
そ
べ
り
な
が
ら

一
人
で
プ
ラ
レ
ー

ル
を
追
い
掛
け
て
い
た
初
期
の
こ
ろ
に
比
べ、

シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
、
部
屋
を

何
周
も
走
っ
て
、

二
人
し
て

「あ
l
、
疲
れ
た
」

と
四
十
分
間
の
ふ
れ
あ
い
を
実
感
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

よ
り
よ
く
育
つ
た
め
に
は
、
泣
か
な
体
験
と
、

成
し
遂
げ
た
満
足
感
を
共
有
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
根
幹
に
は
必
ず
よ
り
そ

え
る
人
間
関
係
が
あ
り
ま
す
。

A

守
子
ど
も
教
育
相
践
セ
ン
タ
ー

祭
器
小
学
校
北
側
宮
(お
)
6
0
1
3

軽
に
無
理
な
く
続
け
る
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

一
人
で
も
で
き
る
母
、
身
近

な
運
動
と
し
て
、

「
ウ
ォ

l

キ
ン
グ
」
が
あ
り
ま
す
。
ウ

ォ
l
キ
ン
グ
は
脂
肪
を
減
ら

す
だ
け
で
は
な
く
、

心
肺
機

能
を
高
め
て
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
た
り
、
件
H

を
丈
夫
に

し
て
骨
粗
し
よ
う
症
を
予
防

し
た
り
、
気
分
転
換
や
ス
ト

レ
ス
解
消
に
な
っ
た
り
も
し

ま
す
。

運
動
を
習
慣
づ
け
る
第

一

歩
と
し
て
、
ま
ず
は
日
々
の

生
活
の
中
で
続
け
て
で
き
る

ウ
ォ

1
キ
ン
グ
か
ら
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

し
か
し
、
運
動
と
い
っ
て

も
、
い
き
な
り
激
し
い
述
動

を
し
て
は
、
け
が
な
ど
を
招

い
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
の

で
、
あ
ま
り
お
勧
め
で
き
ま

せ
ん
。
毎
日
の
生
活
の
中
で

身
体
を
動
か
す
よ
う
な
工
夫

を
す
る
な
ど
、
活
動
的
な
生

活
を
心
が
け
る
こ
と
が
、
手

健
康
な
ん
で
も
相
談

健
康
に
つ
い
て
気
に
怒
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
あ
忽
た
の
髄
聞
に
、
保
健
婦
と
栄
養
士

が
お
答
え
し
ま
す
。
(
予
約
制
)

マ
日
時

9
月
引
日
(
木
)午
前
9
時
叩
分
i
n
時

マ
会
場
・
申
し
込
み
先
保
健
セ
ン
タ
ー
〈
4
面

「
市
民
相
敵
」
欄
多
照
〉
宮
(
出
)
0
3
1
1

「消火器の点検に来ました」と言って事務員に契約曾のサインを求め、消火器32本
を持っていきました。数時間後消火器を持ってきて、高額な薬剤詰め替え代を稿求

されま した。その額516，000円 一一一 。事務所をねらった消火器の訪問点検の被害が
発生 しています。 点検を受ける前に契約業者であることを確認 しましょう。

高額請求・不適切な点検

消火器の訪問点検にご注意
国 予防課 (宮21・9728)


	205
	206
	207
	208
	209
	210
	211
	212



